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NEC Express 5800 シリーズ 


八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （72 ページ） 

本体のを部のを称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （80 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 



基本的な操作 （87 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などじついて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （99 ページ） 

別売の内蔵型オプシヨンを取り付けるときにご覧ください。 


システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) (128 ぺージ） 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設定方まについて説明しています。 


リセットとクリア （1 日3ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説明しま 
す。 


割り込みラインと I / O ポートアドレス （1 日目ぺージ） 

I / O ポートアドレスや割り込み設定について説明しています。 

Setup Utility (1 日8ぺージ） 

LSI Logic Embedded MegaRAIDTM に常駐するためのコンフイグレ-シヨン 
、ソール 、 LSI Logic Software RAID Setup Utility について説明しています。 


ONL-4159aN-53Xd-000-02-0705 





72 各部のを称と機能 


各部の名称 I と機能 

本体のを部のを称を夕じ示します。 


本巧前面 
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(1) ベースカバー 

本体内部を保護するカバー。オプションの増設の 
際にかす（一102ページ)。底面側には設置の際 
に固定するためのゴム足が貼りがけられている。 

(2) 光ディスクドライブ 

セットしたディスクのデータの読み出し（または 
書き込み）を行う（^94ぺージ)。 

モデルや購入時のオーダーによって t (下のドライ 
ブが標準で搭載される。 

• CD - ROM ドライブ 

• CD - R/RW with DVD-ROM ドライブ 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD Super MULTI ドライブ 

各ドライブには、トレーをイジェクトずるための 
オープン/ク□—ズボタン、ディスクへのアクセ 
ス状態を表示するアクセスランプ（アクセス中に 
点灯）、トレーを強制的にイジェクトさせるため 
の強制イジェクトホールが装備されている。 

(3) フ□ントドア 

光ディスクドライブを保護しているドア。 

(4) 3.日インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 5インチフ□、ソピーディスクを挿入して、デー 
夕の書き込み/読み出しを行う装置（^92ぺ一 
ジ)。 

ドライブには、フ□、ソピーディスクをイジェクト 
するためのイジェクトボタン、フ□、ソピーディス 
クへのアクセス状態を表示するアクセスランプ 
(アクセス中に点灯）が装備されている。 

(己） POWER スイッチ 

本体の電源を ON / OFF するスイッチ。一度押ずと 
POWER / SLEEP ランプが緑色に点灯し、 ON の状 
態になる。もう一度押すと OFF の状態になる（一 
87ページ)。 

省電カモード（スリープ）に切り替える機能を持 
たせることができる。 

設定後、一度押ずと POWER / SLEEP ランプが穫 
色に点灯し、省電カモードになる。もう一度押す 
と、通常の状態になる(搭載されているオプショ 
ンボードによっては、機能しないものもある)。 


(6) POWER / SLEEP ランプ（緑色/桓色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する卜78ペー 
シ0。 省電カモード中は穫色に点灯する。 

(7) D 旧 K アクセスランプ（緑色） 

本体内蔵の八ードディスクドライブにアクセスし 
ているときに点灯する（一78ページ)。 

(8) ヘッドフォン端子 

ヘッドフォンを接続する（一84ページ)。 

(9) USB コネクタ （2 ポート） 

USB 2.0に対応したポート。 USB インタフェース 
を持つ装置と接続する（^84ぺージ)。対応ずる 
ソフトウェア（ドライバ）が必要。 

(10) マイク入力端子 

マイクを接続する（一84ページ)。 

(11) ゴム足 

本体を支えるゴム製の部材。 

(12) ボリューム調整つまみ 

内蔵スピーカのボリュームを調整ずることができ 
る。 




74 各部のを称と機能 


本巧背面 
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(1) 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続ずる（^86ぺージ)。 

(2) 固定ネジ （3 個） 

ベースカバーを取り外すときにかすネジ（一102 
ページ)。 

(3) 讀体□ック 

盗難防止用器具を取り付けることで装置内部の部 
品の盗難を防止ずることができる。 



(4) PCI ボードス □ット 

オプションの PCI ボードを取りがけるス□ット 
(一117ページ)。ボードによっては周辺機器に接 
続するためのコネクタを持つ。 

(日）モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を取りがける（^117ぺージ）。 

(目）マウスコネクタ 

添がのマウスを接続ずる（^85ぺージ)。 

(7) キーボードコネクタ 

添付のキーボードを接続ずる（^85ぺージ)。 

(8) シリアルポート1コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一85ページ)。なお、本体標準のシリアルポート 
は専用線接続は不可。 

(9) プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと 
接続する（一85ページ)。 


(10) シリアルポート2コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一85ページ)。なお、本体標準のシリアルポート 
は専用線接続は不可。 

(11) USB コネクタ （4 ポート） 

US 目2.0対応。 US 目インタフェースを持つ装置と 
接続する（一85ページ)。 

対応するソフトウてア（ドライバ）が必要。 

(12) ライン出力端子（ヘッドフオン端子兼用） 

ライン入力端子を持つ機器（オーディオ機器な 
ど）と接続ずる（^85ぺージ)。 

(13) DUMP スイッチ 

障害発生時にメモリの内容をダンプし、採取ずる 
(一236ページ)。 

(14) ライン入力端子 

ライン出力端子を持つ機器（オーディオ機器な 
ど）と接続する（^85ぺージ)。 

(1 曰)マイク入力端子 

マイクを接続ずる（一84ページ)。 

(16) UNK/ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプト79 
ページ)。 

(17) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続ずる 
1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 対応の 
コネクタ（一85ページ)。 

(18) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ（一79ペー 
ジ)。 







76 名'部のを称と機能 


本巧巧部 



( 11 ) 


(1) CPU とヒートシンク（フアン付き） 

(2) デバイスベイ2 

3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブを標準で 
装備。増設用八ードディスクドライブ搭載可能。 

(3) レバー 

デバイスベイ2を本体から取り外ず際に使巧ずる 
レノ \——〇 

(4) 3.日インチフ□ッピーディスクドライブ 
(己）増設用八ードディスクドライブ 

オプション。 

(6) デバイスベイ1 

光ディスクドライブと八ードディスクドライブを 
標準で装備。 


(7) 光ディスクドライブ（購入時の才ーダに 
よって搭載されているドライブのタイプは 
異なる） 

(8) 八ードディスクドライブ 

(9) メモリ （ DIMM ) 

2枚1組のメモリを標準で装備。 

(10) マザーボード 

(11) PCI ス□ツトストツパ 

(12) 冷却フアン（リア） 

(13) 電源ユニット 
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マザーポー 


(1) (2) (3) (4) (5) (6) 



(1) 電源コネクタ 

(2) CPU ソケット 

(3) CPU 用フアンコネクタ 

(4) システムフアンコネクタ（背面用） 

上からが一#2 

(己） DIMM ソケット 

左から# 1 一#2一#3 一#4 
#1と#3に DIMM を標準装備 

(目）フ□ッピーディスクドライブ用コネクタ 

(7) PATA コネクタ（光ディスクドライブ用) 

(8) POWER スイッチ LED コネクタ 


(9) SATA コネクタ 
左から#1 一#2 一#3 

(10) USB コネクタ（前面用） 

(11) CMOS メモリクリア用/ RAID 設定用ジャ 
ンパスイッチ （1 己4ぺージ参照） 

(12) リチウムバッテリ 

(13) スピーカ用コネクタ 

( 1 4) オーディオコネクタ(前面用） 

(1 己） PCI ボードス□ット （4 ス□ット） 

上から PCI # 1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 

(16) が部接続用コネクタ （74 ページ参照） 


























































































78 各部のを称と機能 


ランプ表示 


本体のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 


アクセスランプ 


本体前面 




POWER/SLEEP ランプ 

本体の電源が ON の間、緑色に点なします。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが穫色に点なします。省電カモードは本体の POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと起動します。 
また、 0 S によっては一定時闇 W 上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設 
をしたり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンボードによっては機能しないものもあります)。 POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと元に戻り 
ます旧 IOS の設をで ACPI Suspend Type を S 3 にしている場合は本書の137ぺージを参照し 
てください)。 


— Microsoft Windows XP Professional x 目 4 Edition を使用し、 4 GBiy 上の 
メモリを実装している場合は、休止状態は使用できません。 


DISK アクセスランプ 

D に K アクセスランプは本体内部の八ードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に 
点灯します。 

フ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 
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1000/100/10 ランプ 

標準装備の LAN ポートは、1000 BASE-T (1 Gbps ) 、 100 BASE-TX (100 Mbps ) 、 および 
10 BASE-T (10 Mbps ) をサポートしています。 


このランプは、ネ、ソトワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作さ 
れているかを示します。穫色に点なしているときは、1000 BASE-T で動作していることを、緑 
色に点なしているときは100 BASE-TX で動作していることを示します。消なしているときは、 
1 0 B ASE-T で動作していることを示します。 


UNK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている闇、穫色に点灯します （ LINK ) 。ネットワークポートが送受信 
を行っているときに穫色に点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を磕認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 



80 設置と接続 


設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



A を意 

瓜 卿 

Q 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• フ□ントマスクを持って運ばない 

• 指定 m 外の場所に設置-保管しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静か I こ設置場所に置いてください。 


装置の前後に1日 OmmL ソ上 
のスペースがとれる場所 


切下の環境ま件を 
満たした場所 
く動作時> 

室内溫度：10で〜3日で* 
湿度： 20%〜80% 

湿度勾配：±10で/時 
気圧： 749〜1040 hpa 
く休止時> 

室内溫度：日で〜40で* 
湿度：100/〇〜80% 

溫度勾配：±1日で/時 
気圧： 749〜1040 hpa 


マウスやディスプレイ装置 
のケーブルが届ぐ場所 


室内温度1日で〜2日での 
範囲が保てる場所での 
使用をお勧めします。 IのI 



AC100V、 アース端子付き 
の壁付きの電源コンセント 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 




本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費ずる装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用ア 
ンテナ、送電線、電磁クレーン 
など）のお<。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで ON / OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
のおくには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
のお< に設置するときは電源配 
線の分離やノイズフイルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 





































































• 本装置は縦置き専用でず。横置きにして使用ずることはできません。 



• 本体の吸気□びある面び壁や物でふさがれるような設置は避けてくださ 
い。 

本体内部の冷却効果を保持ずるためでず。 



壁が吸気□をふさいで 壁が吸気□をふさいでいる 

いない 
































ノ、ー ドウエア編 S 3 



本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 



警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死 t 
する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧 
<ださい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミち意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけ 
がなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ ly 降 
の説明をご覧ください。 


参 

指定似外のコンセントに差し込まない 

AA 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定 m 外の電源コードを使わない 

参 

電源プラグを差し込んだままアース線の取り付けや取りがしはしない 

• 

アース線を水道管につなびない 


• 

アース線を電話専用のアース端子に接続しない 


参 

電源プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしを 
しない 


参 

指定 m 外のインタフェースケーブルを使用しない 












84 設置と接続 


インタフエースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 


wO 参本体、および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• 轉社製於が（サードパーティ）の周辺機器およびインタフ王ースケーブ 
ルを接続ずる場合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置を使用でをる 
ことをあ5かじめ確認してくださしサードパーティの装置の中には使 
用でさないちのちあります。 

• USB ケーブル、 LAN ケーブルを接続ずる場合は、シールド付きケーブ 
ルを使用してください。 


本体前面 



マイク 


夕 



* 対応ずるドライバが必要でず。 
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本体背面 



ディスプレイ装置 



パラレルインタフェースを持つ 
プリンタ 



八ブ（マルチポートリピータ) 



* 対応するドライバが必要です。 


— 〇 参添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の「^」マークをちに向けて 
置 a 差し込んでください。 

• 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。 

• 回線に接続ずる場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い。 

• USB ケーブル、 LAN ケーブルを接続ずる場合は、シールド付きケーブ 
ルを使用してください。 




























































































86 設置と接続 


電源コード 

添付の電源コードを接続します。 



W "0 電源コードを接続ずると自動的に電源び ON になり、2〜3砂後に OFF になりま 
置3 ずび、これは装置の機能の一部で正常な動作でず。故障ではありません。 




• 本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の 
背面にある出カコンセントに接続します。詳しくは UPS に添付の説明書 
をご覧くださし、。 

• 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体 
の ON / OFF を連動 （ リンク）させるために BIOS の設を変更が必要となる場 
合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC 丄 INK 」 を還が 
し、適切なパラメータ値に変更してください。 

• UPS に接続する際は、 NEC が指をする別売の電源コード(並行2極 アース 
付き電源コード)を購入して接続してください。 


A ミ主意 


購入した電源コードを他の装置や用途に使用しない 

A A 

購人した電源コードは本装置(こ接続し、使用することを目的として設計され、その安 

/货\/々\ 

全性が確認されているものです。巧して他の装置や用途に使用しないで<ださい。义 


災や感電の原因となるおそれがあります。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面じある POWER / SLEEP スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


W -0 電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、10秒ほど経ってか5電源 
を ON にしてください。 


1. フ□ッピーディスクドライブにフ□ッピーディスクをセットしていないこと、およ 
び光ディスクドライブに起動ディスク （ EXPRESS 巨 UILDER など）をセットして 
いないことを確認する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 


無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合 
巨!^ は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


3. 本体前面にある POWER/SLEEP 
スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER / 
SLEEP ランプが緑色に点灯し、し 
ばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「 NEC □ゴ」が表示され 
ます。 


「 NEC 」 □ゴを表示している間、自 
己彰断プ□グラム ( POST ) を実 
行して八ードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「 POST の 
チェック」をご覧ください 。 POST 
を完了すると OS が起動します。 □ 
グオン画面でユーザーをとパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
巨!^ 207ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、本体のマザーボード内に記録されている自己診断機能で 
す。 POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

化荷時の設をでは POST を実行している間、ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Es に羊一を押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 


< Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させることが 
できます。 BIOS セットアップユーティリティの 「 Advanced 」 メニューにある 
「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設をを 「 Enabled 」 に切り替えてください 
(137 ページ参照)。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディス プレイ装置になんらかの エラーメ 、ソ セージが表示されたとき 
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POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


B1 


• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
て < ださい。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要ホしているためのものです。 
オプションの説明書にある説明を確認してか5何かキーを}甲してくださ 
い。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがしをしてか5電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りびあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することびあります。 

この場台はく F レキーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーテイリテイを使って設 
定できまず。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動した場合など、画面に表示をする 
のに約1分程の時間がかかる場合があります。 




2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、本体のマザーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> 羊一を押します。 
設を方まやパラメータの機能については、128ページを参照してください。 


搭載している PCI ボードなどの構成によっては、実際に搭載している物理メモ 
リ容量より少なく表示される場合びありまず （ BIOS セットアップユーティリ 
テイや 0 S のシステム情報で表示される内容も同じです)。 


SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 
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4. 続いて本体にオプションの SCSI コント□-ラボードなどの専用の BIOS を持ったコ 
ント□ーラを搭載している場合は、巨 I 0 S セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自 
動的に続けます)。 

く例： SCSI 巨 I 0 S セットアップユーティリティの場合> 

Press く CtrL> く A> for SCSISeLect(TM) UtiLity! 

ここで < Ct 「 l > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。 SCSI 機器の設 
を值やユーティリティの詳細についてはボードに添がの説明書を参照してくださ 
い。 

己.続いて専用の ROM を搭載したオプションのボードを搭載している場合は、それぞ 
れのボードの設定をするためのユーティリティの起動を促すメッセージが表示され 
ます（そのまま何も入力せずにしぶと数秒後に POST を自動的に続けます)。 

複数枚のボードを取りがけている場合は、 PCI ボードス□、ソト番号のルさい順から取 
り付けられているボードの起動メッセージが表示されます。 

6. BIOS セットアップユーティリティで 「Password on boot 」 の設定を Enable 」 
にしていると、 P 日 ST が正常に終了した繳こ、パスワードを入力する画面が表示さ 
れます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て ON じしてください。 

wO OS をインストールするまではパスワードを設定しないでください。 


7. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 


POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
や原因、その対処方法については、「運用-保守編」を参照して<ださい。 


w "0 保守ヴービス会社に連絡するときは、ディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF じします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
がの説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある P 日 WER / SLEEP スイッチを押す。 

POWER/SLEEP ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)にすることができます。 

0 S のシャツトダウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER/SLEEP スイ、ソチの設定 
を電源オフからスタンバイに変更した場合は POWER/SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状 
態になります ( POWER/SLEEP ランプが緑色から穫色に点なします)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER/SLEEP スイッチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 


W "0 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
置3 さし、省電カモードか5復帰する際に元のが態に復帰でをない場合がありま 
す。 



省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 0S 
の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは、 0S の設 
をに化存します。 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク C 720 K パ 
イト）を使用することができます。 

Windows XP では、720 K 目のフオーマットはできません。 


フ□ツピーディスクのセツト/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

イジェクトボタンを押すとセツトしたフ□、ソピー デイ スクをフ□、ソピー デイ スクドライブか 
ら取り化せます。 


• フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディス 

民ェック I クの内容を読めないことを知6せるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。 OS に添付の説明書を参照してフ□、ソ 
ピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後(こ本体の電源を ON (こしたり、再起 
動するとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内(こ 
システムがないと起動できません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6 
フ□、ソピーディスクを取り化してください。アクセスランプが点灯中(こ 
取り化すとデータが破壊されるおそれがあります。 
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フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート 

にできていますので、次の点じを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたものをおづけないで<ださい。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管して<ださい。 

• フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消すことのないようにライトプ□テ 
クト（書き込み禁止）ができるようになっています。ライトプ□テクトされているフ 
□、ソピーディスクは、読み化しはできますが、ディスクのフォーマットやデータの書き 
a みができません。重要なデータの入っているフ□、ソピーディスクは、書き a み時 t (外 
はライトプ□テクトをしておくようお勤めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクのラ 
イトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テクトスイ、ソチで行います。 



書き込み不可書き込み巧 


• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本装置に標準で装備されている光ディスクドライ 
ブには下のタイプがあります。 

• CD - ROM ドライブ 

CD-ROM (読み化し専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 

• CD - R/RW with DVD-ROM ドラィブ 

CD - R/RW with DVD - ROM ドライブは CD - R / RW からデータを読み化したり、書き込む 
機能に加えて、 DVD - ROM のデータを読み化せる装置です。 

• DVD - ROM ドラィブ 

光ディスクドライブの機能に力□えて、 DVD - ROM のデータを読み化せる装置です。 

• DVD Super MULTI ドライブ 

現在の DVD 規格 （ DVD - ROM や DVD - RAM 、 DVD ± RW など）や記録形式映像用や音楽用 
など）に関わらずそのまま再生-記録ができる装置です。 

光ディスクドライブのソフトウェア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）については本 
装置に添付されている別冊の説明書を参照してください。 


A ミ主意 

AG 

装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

• へッドフオンを耳に当てたまま接続しない。 
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使用上の注意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 


使用する CD-R/RW ディスクについて 


CD - R は、（株）太陽誘電製を推奨します。 

CD - RW は、（株）リコー製または三菱化学製を推奨します。 


ライティングソフトウエアをインスIルする前に 

• 添付のライティングソフトウエアに関するお問い合わせはライティングソフトメーカへ 
お願いします。お問い合わせ窓□などの詳細はライティングソフトウエア添付の説明書 
を参照してください。 

• 1つのシステム環境下に複数の ASPI マネージャが混在するとアプリケーションの動作が 
不安をになります。ライティングソフトウエアをインス I -ールされる前に他の ASPI マ 
ネージャがインストールされていないことを確認の上、使用してください。 

• 本装置で CD - R / RW じ書き込みを行う場合に、添付のライティングソフトウエアのイン 
ス I '''ールが必要となります。 

ライティングソフトウエアのインストールを行う前に CD - ROM に含まれるド羊ュメント 
( doc / manual 1、 doc / mama に、 doc / XXX ) および添付の説明書を読んでください。 
CD - ROM じ含まれるド羊ュメントは pdf ファイルです 。 Acrobat Reader をインストール 
してください。 

• ライティングソフトウエアには B's CUP が添付されていますが、添付されているバー 
ジョンの B's CUP は Express 5800シリーズでは使用できません。 

Express 5800シリーズでは Windows 95/98/ Me での動作は保証されておりません。目 's 
CUP を使用しないでください。 


メディアに書き込みをする前に 

• 本装置を使用して、著作者の許可なしに、音楽 CD およびアプリケーションを複製する 
ことは個人的に利用する等の場合を除き、法律により禁じられています。 

• CD - R は書き込みエラーを起こすとメディアの一部または全体が扱えなくなることがあ 
ります。書き a みエラーによる CD - R の損失を防ぐため、 W 下についてを意してくださ 
い。 

- アプリケーションソフトなどメモリを大量に消費するおそれのあるプ□グラムを終 
了する。 

- スクリーンセーバを停止する。 

- ウィルスチェッカーシステムエージェンシなどディスクチェックを行うプ□グラム 
を終了する。 

- スケジューラや時計など書き込み中に起動するおそれのあるものは、起動しないよ 
うにする。 

- パワーマネージメント設をにおける省電力設をを解除する。 

- 書き込み中にアプリケーションを起動しない。 
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書き込みエラーについて 

本装置を使用してメディアにデータを書き込まれる場合に CD - R / RW 装置の特性上、ご使用の 
環境-メディア特性などにより書き込みエラーが発生する場合があります。 

本製品によるデータの破損、メディアの損失につきましては弊社は一切の責任を負いかねます 
のであらかじめご了承ください。 

なお、重要なデータについては万一に備えて他のバックアップ装置との併用をお勧めします。 


0 S のクリアインス I ルをずる前に 

EXPRESSBULDER を使ってシームレスセットアップする際に、 CD - ROM をを換すると正し 
<認識されない場合があります。 

CD - ROM をを換しても正しく認識されない場合、オープン/ク□ーズボタンを押して、 CD - 
ROM をイジェクトし再度、セットし直してください。 


ファームウェアのバージョンアップについて 

本装置のファームウェアのバージョンアップについて弊社ホームページにてご案内する場合 
があります。 

[NEC 8番街]: http://nec8.com/ 


弊社より案内のないファームウェアへのバージョンアップは行わないでください。その場合、 
該当装置は弊社の保証期間内であってち保証対象外となりますのでを意して<ださい。 


音楽 CD の再生について 

標準装備の光ディスクドライブで音楽 CD を再生する場合は次の点にを意してください。 

• Windows Vista/WindowsXP/WindowsXP x 目4 Edition の場合 

Windows Media 円 ayer を使って再生してください。また、オプション設定でデジタル再 
生じチェックが入っていることを磕認してください。 

• その他の 0S の場合 

音楽 CD の利用じついては保守サービス会社にお問い合わせください。 
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ディスクのセット/取り出し 

1 . 本体の電源が日 N ( P 日 WER / SLEEP ランプ点丹）になっていることを確認する。 

2. フ□ントドアを開< 

3. 光ディスクドライブ前面のオープン/ク□ーズボタンを押す。 

トレーが化てきます。 

4. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。 
己.オープン/ク□ーズボタンを押すか、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内にセットされます。 

，■〇 ディスクのセット後、ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは、再度ディス 
クをセツトし直してください。 


ディスクの取り化しは、ディスクをセツトするときと同じようにオープン/ク□ーズボタンを 
押してトレーをイジェクトし、トレーから取り化します（アクセスランプが穫色に点なしてい 
るときは、ディスクにアクセスしていることを示します。この闇、オープン/ク□ーズボタン 
は機能しません）。 

0S によっては 0S からトレーをイジェクトすることもできます。 

ディスクを取り化したらトレーを元に戻してフ□ントドアを閉じてください。 


ディスクび取り出せない場合の手順 

オープン/ク□ーズボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り 
出)します。 


1 . P 日 WER / SLEEP スイッチを押して本体の電源を日 FF ( P 日 WER / SLEEP ランプ消 
'打）にする。 

2. フ□ントドアを開< 

3. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引き伸ばして代用でき 
る）を光ディスクドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押す。 

強制イジェクト ホールの 位置はド 
ライブのタイプによって異なる場 
合があります。 



強制イジェクト ホール 


Hi 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 
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4. トレーを持って引き出す。 
己.ディスクを取り出す。 

6. トレーを押して元に戻す。 


ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き a まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 


使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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内蔵オプシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


B1 


• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついては その 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは薛社び指定ずる部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使用 
してシステムをアツプデートしてください （29 ページを参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



AA 


警告 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死 t 
する、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧 
<ださい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウム電池を取り外さない 

• 電源プラグを差し込んだままアース線の取り付けや取りがしをしない 

• 電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 

• 光ディスクドライブの内部をのぞかない 



A ミ主意 



瓜 A 

€)0 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけ 
がなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ ly 降 
の説明をご覧ください。 

• 高温ま意 

• 中途半端に取り付けない 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構ぶされています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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巧り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. 日 S のシャツトダウン処理を行う。 

2. P 0 WER / SLEEP スイッチを押し 
て本体の電源を日 FF ( POWER / 
SLEEP ランプ消'打）にする。 


3. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタから抜 
く。 




4. 本体背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 


己.本体の前後左ち、および上部に1〜 2 m のスペースを確保する。 


6. 本体をしっかりと持ち、本体左側 
面の吸気□が上に向くよラにして 
ゆっくりと T 寧に横置きにする。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

ベー スカバー 

本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはベースカバーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってベースカバーを取り外します。 


1. 「取り付け/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。 

2. 背面のネジ3本を外す。 X 


3. 下図の矢印で示す方向にベースカ 
バーをしっかり持って取り外す。 
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取り付け 


ベースカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

ベースカバーじあるフックが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていることを確認 
してください。 


Pee 


本体にベースカバーを取り付ける際、下図のようにベースカバー前面部が光 
ディスクドライブ上面にある U 字形のネジ穴をちょうど覆う位置にベースカ 
バーをかぶせて矢印の方向へスライドさせるとスムーズに取り付けることが 
できます。 


光ディスクドライブ上面にある U 字形の穴 



最後に取り外しの際に外したネジ （3 本）でベースカバーを固定します。 



ネジ 
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3-5 インチ八ードディスクドライブ 

本体の内部には、八ードディスクドライブを最大2台取りがけることができます。 

1台は標準でデバイスベイ1に実装されています。もう1台の八ードディスクドライブを増設す 
る場合は、デバイスベイ2じ実装します。 


W "0 轉社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。ヴー 
置3 ドパーティの八ードディスクドライブを取り付けると八ードディスクドライ 
ブだけでなく本体び故障するおそれびありまず。また、これ5の製品び原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりまず。 


増設順唐は次のとおりです。 



取り付け 

次の手順に従って増設用の八ードディスクドライブを取り付けます。 

wO A - ドディスクドライブを増設する場合は、オプションの SATA ケーブル 
K 410-1 38 (00) わ'® 要でず。 

1 . 取り付け前に八ードディスクドライブに添付の説明書を参照して八ードディスクド 
ライブの設定をする。 


搭載台数 

取り付けるベイの位置 

1台目（標準） 

デバイスベイ1 

2台目 

デバイスベイ2 


2. 1日1ページを参照して取り外しの準備をする。 
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3. 1日2ページを参照してベースカバーを取り外す。 


4. デバイスベイ2に実装されている 
フ□ッピーディスクドライブから 
インタフェースケーブルと電源 
ケーブルを外す。 


己.デバイスベイ1の光ディスクドラ 
イブと標準搭載の八ードディスク 
ドライブのインターフエースケー 
ブルと電源ケーブル、 SATA ケー 
ブルを外す。 




6. デバイスベイ1のネジ （2 本）と 
デバイスベイ2のネジ （1 本）を 
取り外す。 


冒 



\|/ 


そのイ也のネジを外す必要はありません。 














106 内蔵オプションの取り付け 


7. デバイスベイ2の上面にあるレ 
バーを引いた状態で、デバイスべ 
イ2を矢印の方向に持ち上げなが 
ら本体から取り外す。 



^ デバイスベイ2を本体か6取り外す際、そばにあるインタフェースケーブルな 
どを破損しないようにを意してください。 


8 . 



^ CPU ファンや、そばにあるインタフェースケーブルなどを破損しないようにを 
区エック I 意してください。 


9. デバイスベイ2の両側面にあるフ□ッピーディスクドライブの固定ネジ （4 本）を 
ゆるめる。 




フロッピーディスクドライブの固をネジ （4 本） 
スクドライブを取り付けやすくするためです。 


をゆるめるのは、ハードデイ 


フ□、ソピーデイスクドライブ 



レバー 
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10. ち図のよラにデバイスベイ2を置 
き、八ードディスクドライブの基 
板面を上にしたが態で八ードディ 
スクドライブをデバイスベイ2に 
ゆっくりとていねいに差し込む。 



デバイスベイ2 


八ードディスクドライブのコネクタ類が、フ□、ソピーディスクドライブのコネ 
区エック I クタ類と同じ側にあるようにデバイスベイ2に差しんんでください。 


11. 本装置に添付のネジ （4 本）を使 
用して、デバイスベイ2に八ード 
ディスクドライブを固定する。 



W "0 八ードディスクドライブを固定するネジは本装置に添付のネジを使用してく 
Ifai ださい。 J \- ドディスクドライブに添付のネジは使用しません（大切に保管し 
ておいて < ださい)。 


12. 手順9.でゆるめた固定ネジ （4 本）を締め、フ□ッピーディスクドライブをデバイ 
ス2に固定する。 
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13. SATA ケーブルを SATA 2 コネクタに接続して、デバイスベイ1の下側を通す。 
(増設用 SATA ケーブルは、デバイスベイ1の下を通るよラにルーテイングする。) 



层呂）居置）居邑）居夏）层呂）居夏)1置）居呂）层呂 ） I 

[dCJdlJo lJ^[ 


SATA3 コネクタ 
(未使用） 

SATA2 コネクタ 
(増設八ードディスク 
ドライブ用） 

SATA 1コネクタ 
(標準バードディスク 
ドライブ用） 



CPU ファンや、そばじあるインタフェースケーブルなどを破損しないよう(こを 
医!^ 意してください。 


1日.デバイスベイ2を元の位置に戻 
し、ネジ （3 本）でデバイスベイ 
1と2を本体装置に固定する。 



デバイスベイ2を本体に実装する際、デバイスベイ2を本体に押し入れた状態か 
に巧らレバーを引いたままスライドさせると、実装しやすくなります。 
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g エック I 


• デバイスベイ2のフレームがデバイスベイ1のフレームの上になっている 
ことを確認してください （113 ページを参照)。 

• インタフェースケーブルなどを破損しないように手で避けなが6、デバ 
イスベイ2をゆっくり取りがけてください。 

• レバーが下図のようにフックか6外れていないことを確認してくださ 
し、レバーがフックか6外れていると、デバイスベイ2を本体にうまく 
装着できません。 



レバーが 

フックに 

かかって 

いない 


16. 光ディスクドライブと標準装備八ードディスクドライブおよび八ードディスクドラ 
イブ（オプション）とフ□ッピーディスクドライブのインターフェースケーブルと 
電源ケーブル、 SATA ケーブルを接続する。 


W -0 各種ケーブルを接続ずる場台、ケーブル類び CPU フアンに触れないようにを 
■to 意してください。 


^ CPU ヒートシンクのファンの上(こ電源ケーブルとインタフェースケーブルが 
医て巧！ 配線されないようにま意して<ださい。ファン(こケーブルが触れるとケーブル 
を破損するおそれがあります。 


デバイスベイ2 



デバイスベイ1 

インタフェース 

ケーブル 

電源ケーブル (P3) 


SATA ケーブル 
(八ードデイスク 
ドライブ用） 


17. ベースカバーを取り付け、ネジ （3 本）で固定する。 
















110 内蔵オプションの取り付け 


18. BI 日 S セットアップユーティリティを起動して、巨 I 0 S からハードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する （1 28ページ)。 

本体標準のディスクアレイを使用する場合は、114ページの「本体標準のディス 
クアレイを使用する場合 ( SATA )」 および1日8ぺージを参照する。 


取り外し 

デバイスベイ2に装着されている八ードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏洩ずることのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows や Linux などの「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティング 
システムの「フオーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見 
えまずび、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたまま 
の状態にありまず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウエ 
アにより復元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウエア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1. 101ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 1日2ページを参照してベースカバーを取り外す。 

3. デバイスベイ1に実装されている八ードディスクドライブおよび光ディスクドライ 
ブからインタフェースケーブルと電源ケーブル、 SATA ケーブルを外す。 

4. デバイスベイ2に実装されている八ードディスクドライブおよびフ□ッピーディス 
クドライブからインタフェースケーブルと電源ケーブルを外す。 

己.1日4ページの「取り付け」の手順6.〜8.を参照してデバイスベイ1、2を取り外 
す。 

6. マヴーボードの SATA 2 コネクタに接続している SATA ケーブルを取り外す。 


取りがした SATA ケーブルは大切に保管してくださし、。 


7. デバイスベイ2の両側面にあるフ□ッピーディスクドライブの固定ネジ （4 本）を 
ゆるめる。 




フロッピーディスクドライブの固をネジ （4 本）をゆるめるのは、ハードディ 
スクドライブを取り外しやすくするためです。 
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8. A - ドディスクドライブの基板面を上にした状態でデバイスベイ2を置き、八ード 
ディスクドライブの固定ネジ （4 本）を外す。 

W -0 A - ドディスクドライブの固定ネジは大切に保管しておいてください。 


9. 八ードディスクドライブをデバイスベイ2からゆっくりとていねいに引さ出す。 

1日.手順7.でゆるめた固定ネジ （4 本）を締め、フ□ッピーディスクドライブをデバイ 
スベイ2に固定する。 

11. デバイスベイ1を本体に取り付け、固定ネジに本）で固定する。 

12. デバイスベイ2を本体に取り付け、固定ネジ （1 本）で固定する。 

13. デバイスベイ1、2のフ□ッピーディスクドライブ、光ディスクドライブおよび 
八ードディスクドライブにインタフェースケーブル、電源ケーブルおよび SATA 
ケーブルを接続する。 

14. 本体を組み立てる。 

ベースカバーを取り付けた後、本体に必要な各種ケーブルを接続してください。 


交換 

ここでは、光ディスクドライブの下に、標準で実装されている八ードディスクドライブの巧換 
手順じついて説明します。 

デバイスベイ2にオプションとして実装した増設用八ードディスクドライブの交換手順は、前 
述の八ードディスクドライブの取り付けおよび取り外しを参照してください。 


八ードデイスクドライブは次の手順で巧換することができます。 


J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第 E 者へ漏强ずることのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows や Linux などの「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティング 
システムの「フオーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見 
えまずび、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたまま 
の状態にありまず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウエ 
アにより復元され、予期せめ用途に転用されるおそれびありまず。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウエア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1 . 101ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 1日2ぺージを参照してベースカバーを取り外す。 

3. デバイスベイ1に実装されている八ードディスクドライブおよび光ディスクドライ 
ブからインタフェースケーブルと電源ケーブル、 SATA ケーブルを外す。 
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4. デバイスベイ2に実装されている八ードディスクドライフおよびフ□ッピーディス 
クドライブからインタフェースケーブルと電源ケーブルを外す。 

己.八ードディスクドライブの「取り付け」の手順6.〜8.を参照してデバイスベイ1、 
2を取り出す。 


6. 光ディスクドライブを下にした状 
態でデバイスベイ1を置さ、 A - 
ドディスクドライブの固定ネジ 
(4 本）を外す。 



7. A - ドディスクドライブをデバイ 
スベイ1からゆっくりとていねい 
に引さ出す。 



8. 交換用の八ードディスクドライブ 
をデノ くイスベイ1にゆっくりとて 
し、ねいに差し込み、手順6.で外し 
た固定ネジ （4 本）でデバイスべ 
イ1に固定する。 


9. デバイスベイ1を本体に取り付 
け、固定ネジに本）で固定す 
る。 




^ インタフェースケーブルなどを破損しないように手でケーブルをおさえなが 
6デバイスベイ1をゆっくりと取りがけてください。 
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10. デバイスベイ2を本体に取り付け、固定ネジ （1 本）で固定する。 

インタフェースケーブルなどを破損しないよう(こ手でケーブルをおさえなが 
f エック I 6デバイスベイ2をゆっくりと取り付けてください。 


11. フ□ッピーディスクドライブ、光ディスクドライブ、八ードディスクドライブにイ 
ンタフ I ースケーブル、電源ケーブルおよび SATA ケーブルを接続する。 


^ • 丸目 P に示す部分は、デバイスベイ2のフレームがデバイスベイ1のフレー 

ムの上(こなっていることを確認してください。 

• CPU ヒートシンクのファンの上に電源ケーブルとインタフェースケープ 
ルが配線されないようにミ主意して<ださい。ファン(こケーブルが触れる 
とケーブルを破損するおそれがあります。 


デバイスベイ2 



デバイスベイ1 

インタフェース 

ケーブル 

電源ケーブル (P3) 


SATA ケーブル 
(八ードディスク 
ドライブ用） 


12. 本体を組み立てる。 

ベースカバーを取り付けた後、本体に必要な各種ケーブルを接続してください。 

13. 巨 I 0 S セットアップユーティリティを起動して、巨 I 0 S からハードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する （ 128ページ)。 

本体標準のディスクアレイを使用する場合は、114ページの「本体標準のディス 
クアレイを使用する場合 ( SATA )」 および1日8ページを参照する。 
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本体標準のディスクアレイを使用する場合 （ SATA ) 

本体のマザーボードには、標準でディスクアレイコント□ーラを搭載しています。このコント 
□ーラにより RAID ドライブを構築することができます。 

ディスクアレイを構築するには2台の八ードディスクドライブが必要です。コント□ーラの制 
御やを種設をはコント□ーラに搭載されているコンフィグレーションユーティリティ 「LSI 
Logic Software RAID Setup Utility 」 を使用します。詳しくは 158 ぺージを参照してください。 


wO j \- ドディスクドライブは同じ容量および性能のものを使用してください。 


サポートしている RAID 構成は、 RAID 0 (ストライピング）と RAID 1 (ミラーリング）です。 


• RAIDO (ストライピング） 

2台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を 
「ストライピング」と呼びます。2つの八ードディスクドライブへ処理を分散させること 
により八ードディスクドライブ単体で使用しているときじ比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 

P -0 • データを2台の八ードディスクドライブに分散して記録しているためア 

置3 レイを構成している八ードディスクドライブび1台でも故障ずるとデー 

夕の復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍となります。 

• RAID 1(ミラーリング） 


2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 


irO • データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量ホ、接続された A - ドディスクドライブ1台と同じとなります。 
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マザーボードのジャンパスイッチの設定 

本体標準のディスクアレイを使用する場合は、マザーボード上の CMOS メモリクリア用/ 
RAID 用ジャンパを RAID 用に変更してください （ RAID モデルを購入した斷ま、最初から設を 
されています）。 

RAID 用へ変更する場合は、装置に添付されているジャンパを使用してください。 


その他のジャンノくの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作の原因 
となります。 


警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
電源プラグを巧かずに取り扱わない 

電源プラグを接続したままアース線の取り付けや取り外しをしない 



A ミ主意 



AA 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 落下ま意 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 


RAID を使用しない場合 


〇 〇 ド 


D 〇 

m 

〇 〇 k 

^ \c 

^ 〇 



RAID を使用ずる場合 


〇 〇 

m 

R 


11 


〇 〇 

y 




y 
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ヶーブル接続 

1台目（標準装備）の八ードディスクドライブのインタフェースケーブルをマザーボード上の 
SATA 1 コネクタへ、2台目を SATA 2 へ接続します。 
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PCI ボード（グラフィックスアクセラレータ） 

本体には、 PCI ボードを取り付けることができるス□、ソトを4つ用意しています。 


W -0 ボードは静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れて身 
体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子 
部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に対するミち意については、100ぺージで説明しています。 


PCI ボー ドス □、ソ ト #1* ^ 
PCI ボー ドス □、ソ ト#2で 

PCI ボー ドス □、ソ ト #3で 
PCI ボードス □、ソ ト #4づ 



*1PCI EXPRESS インターフェース X1 ス□、ソト(#1) 
(オプションのグラフィツクスアクセラレータ 用） 

巧 PCI 32-bit/33MHz/5V インターフェース X2 ス□、ソト(終〜# 3) 
*3 PCI EXPRESS インターフェース X1 ス□ツト (#4) 
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取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、ボードに添付の説明書を参照して<ださい。 

1 . 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、 
ボードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 1日1ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 1日2ページを参照してベースカバーを取り外す。 

4. PCI ス□ットストッパのネジ （1 
本）を外す。 


ストツノ\° 




取りがしたブランクノ くネルは大切に保管してください。 
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6. ボードのリアパネ j レを本体背面側 
に向け、ボードのリアパネルをフ 
レームのノ くネにしつかりと当てて 
からボードの接続部分がス□ット 
に確実に接続するよラにしっかり 
とボードを押し込む。 


リアパネル 



しっかりと押し込む 


うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取 
り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとボードを破損ずるおそれ 
びありますのでま意してください。 



，■〇 ボードがずれて固定できなくな5ないよラに手で}甲さえなび5ストツパを固 
置3 定してください。 


8. 必要な各種ケーブルを手順6.で装着したボードに接続する。 

装着したボードによって作業が異なりますので、該当するボードの説明を参照して 
作業を行ってください。 

9. 本体を組み立てる。 

ベースカバーを取りがけた後、本体に必要な各種ケーブルを接続してください。 

1日.本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 


エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 
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11. BI 日 S セットアップユーティリティを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは137ページをご覧ください。 


く本装置に Quadro FX 3 日00グラフィックスアクセラレータを搭載する場合> 

Quadro FX 3500グラフイ、ソクスアクセラレータを本装置に取り付ける際 、 Quadro FX 3500 
グラフィックスアクセラレータに添付されている電源ケーブルを接続する必要があります。 



ケーブル A 


ケーブル B 

FX 3500に添がされているケーブル 



• 接続方法 

Quadro FX 3500グラフィックスアクセラレータにケーブル A を挿し、次にケーブル A と 
ケーブル目のコネクタ C を接続します（下図参照)。 



* コネクタ A 、 目、 C はそれぞれ判別できるようケーブル 
にシールが貼られていますので、そちらを参照して判 
別してください。 
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ケーブルを接続後、本体へ取りがけます。このときケーブル目のコネクタ A は電源ュニ、ソ 
卜からきている電源ケーブル （ P 3) へ、コネクタ B は CD - ROM へ接続します。取り付け 
後ケーブルを挟み込んだり、 CPU ファンに触れたりしないよう十分を意してケーブルを 
ルーテイングしてください。 



コネクタ B 


取り付け後の設定 

取りがけたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体の目 IOS セット 
アップユーティリティやボードに搭載•添付されているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本体の設定を変更しなければ ならない 場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設定してください。 

なお、本装置では電源 ON 後に PCI バス番号のルさい順にス车ャンをします。ボードに搭載さ 
れたオプション ROM 内に目 IOS ユーティリティが格納されている場合は、 PCI バス番号のルさ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 


取り外し 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続されているボードの取り外しを行います。 

1 . 1日1ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 1日2ページを参照してベースカバーを取り外す。 

取り付け手順の4.〜日.を参照して PCI ス□ットストツパを外す。 


3 . 
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4. ボードを取り外す。 

PCI Express インタフエース ( PCI #1) のス □ット に取り付けたボードは □ック され 
ていますので、取り外す場合はス□、ソトイジェクトレバーに固をしてあるケーブル 
タイを引きながら取り外してください。 



日.増設ス□ットカバーを取り付け、 PCI ス□ットストッパを固定する。 

6. 本体を組み立てる。 

ベースカバーを取りがけた後、本体に必要な各種ケーブルを接続してください。 

7. 本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

8. BI 日 S セットアップユーティリティを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは137ページをご覧ください。 
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DIMM 

DIMM (Dual In-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタじ取り付けます。マ 
ザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが4個あります（増設や取り外しは2枚単位です)。 



• 辭社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーテイ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく、本体び故障ずるおそ 
れびありまず（これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でち有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、 
ボードの端子部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に巧ずるま意については、100ページで説明し 
ています。 

• DIMM #1 と DIMM #3、 DIMM 杜2と DIMM #4 をペア単位で2枚の 
DIMM を増設してください。ペア内に異なった仕様の DIMM を取り付け 
ると正しく動作しません。 

• 搭載している PCI ボードなどの構成によっては、実際に搭載している物 
理メモリ容量より少なく表示される場合があります （ POST のメモリカ 
ウントや BIOS セットアップユーテイリテイ、 0 S のシステム構成で表/ち 
される内容も同じです)。 

• 最大 4 GB * のメモリ （1 GBX 4 枚 ） Microsoft Windows XP 
Proffesional の場合。 

* 3 GB 程度しか認識されません。 

参 最大 8 GB のメモリ （2 GBX 4 枚 ） Microsoft Windows XP 

Proffesional x 目 4 Ed け ion の場合。 

参 Microsoft Windows XP FVofessional x 目 4 Edition で 4 GBiy 上のメ 
モリを実装している場合は、休止状態は使用できません。 


本体背面 



• DIMM #1 
.DIMM #2 

■DIMM #3 
DIMM #4 


マザーボード 
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増設順序と注意事項 

• DIMM は2枚単位でペア番号のルさい順に取り付けます。 

-ぺァ1:011\/11\/1#1と011\/11\/1#3 

-ペア2: DIMM #2と DIMM #4 

• ペアを構成する2枚の DIMM は同じ性能-仕様-容量じしてください。ペア間で容量が 
異なる DIMM を取り付けることは問題になりません。 


取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1 . 1日1ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 1日2ページを参照してベースカバーを取り外す。 

3. 3.己インチ八ードディスクドライブの「取り付け」の手順日.〜8.を参照して、デバ 
イスベイ1、2を取り外す。 

4. 増設するス□ットを確認する。 

増設は2枚単位です。ス□、ソト1とス□ット3、ス□、ソト2とス□、ソト4がそれぞれぺ 
アにな LJ ます。 

日.121ページを参照して、 PCI# 1の PCI ボードを取り外す。 

PCI Express インタフエース ( PCI #1) のス □ット に取り付けたボードは □ック され 
ていますので、取り外す場合はス□、ソトイジェクトレバーに固定してあるケーブル 
タイを引きながら取り外してください。 



6. DIMM を取り付けるコネクタにある左ちのレバーを開く。 
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7. DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 

DIMM が DIMM コネクタに差し込 
まれるとレバーが自動的に閉じま 
す。 



^ DIMM の向き(こを意してください。 DIMM の端す側には誤挿人を防止するため 
巨て巧！ の キーとキース□、ソト があります。 


W "0 無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損ずるおそれびありまず。まつす 
ぐ、ていねいに差し込んでください。 


8. レバーを確実に閉じる。 

9. ペアを構成するもラー方の DIMM コネクタに手順目.〜8.と同じ手順で DIMM を取り 
付ける。 

1日.手順3.で取り外したデバイスベイ1、2を取り付ける。 

デバイスベイ1、2を固定ネジ （3 本）で取り付けた後、光ディスクドライブ、フ□、ソ 
ピーディスクドライブおよび八ードディスクドライブの電源ケーブルとインタ 
フェースケーブルを接続してください。 

CPU ヒートシンクのファンの上に電源ケーブルとインタフェースケーブルが 
IfH 习 配線されないようミ主意してください。ファンにケーブルが触れるとケーブルを 
破損するおそれがあります。 


11. 118ぺージを参照して、 PCI #1 の PCI ボードを取り付ける。 

12. 本体を組み立てる。 

ベースカバーを取り付けた後、本体に必要な各種ケーブルを接続してください。 

13. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については207ページを参照してください。 

14. 巨 I 0 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 
「Memory Configuration 」 で増設した DIMM が目 lOS から認識されていること 
(画面に表示されていること）を確認する（143ページ参照)。 


搭載している PCI ボードなどの構成によっては、実際に搭載している物理メモ 
リ容量より少なく表示される場合びあります （ POST のメモリカウントや 
BIOS セットアップユーティリティ、 OS のシステム情報で表示される内容も同 
じです）。 
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1日. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構ぶ情報を更新するためです。詳しくは137ページをご覧ください。 

16. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

56ページを参照してください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


4^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 

民ェック I ラーメッセージを確認して、取りがけている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• DIMM は最低1組搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 「取り付け」の手順1.〜4.を参照して取り外しの準備をする。 

2. 121ページを参照して、 PCI # 1の PCI ボードを取り外す。 

PCI Express インタフエース ( PCI #1) のス □、ソ トに取り付けたボードは □ック され 
ていますので、取り外す場合はス□、ソトイジェクトレバーに固をしてあるケーブル 
タイを引きながら取り外してください。 



3. 取り外す DIMM のコネクタの両側 
にあるレバーを左ちに広げる。 

DIMM の□ックが解除されます。 



4. DIMM を取り外す。 

日.ペアを構成しているもラー方の DIMM コネクタから DIMM を取り外す。 

6. 2枚単位の DIMM がペア番号のルさい順に取り付けられていることを確認する。 

7. 118ページを参照して、 PCI #1 の PCI ボードを取り付ける。 
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8. 本体を組み立てる。 

手順1.で外した部品を元に戻してください。 

9. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については207ページを参照してください。 

1日.巨10 S セットアップユーティリティを起動して 、 rAdvancedJ -►「Memory 

Configuration 」 の順にメニューを選択し、 DIMM 容量が搭載しているメモリ容量 
を表示していることを確認する。 


W -0 搭載している PCI ボードなどの構成によっては、実際に搭載している物理メモ 
置3 リ容量より少なく表示される場合があります （ POST のメモリカウントや 
BIOS セツトアップユーティリテイ、 0 S のシステム情報で表示される内容も同 
じです）。 


11.「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


A - ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは137ページをご覧ください。 

12. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

56ページを参照してください。 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方まじついて説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設を 
してください。 



SETUP は本体の基本ハードウェアの設ををするためのユーティリティツールです。このユー 
ティリティは本体内のフラ、ソシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユー 
ティリティなどがなくてち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することびでをます。パスワードには、 
rSupervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 TSupervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
要ができまず。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパ’ージョンがインス!ルされてい 
ます。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守ヴー 
ビス会社に問い台わせてください。 

• 本装置では、使用する 0 S を選択ずるような BIOS パラメータ値はありま 
せん。プラグ•アンド-プレイのヴポート有無に関する設定は特に必要 
ありません。 





ハードウエア編 129 



本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 

ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します （ NEC □ゴが 
表示中に <ド2>车一を押しても Main メニューの画面が表示されます)。 

前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password : C II 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF じしてください。 




パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


羊ーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニュー 
があることを 
示す 


設定項目 


/^hoeni 


現在表示しているメニューを示ず 

X TrustedCore(tm) Setup UtiLity 




Item Specific Help 

、► PCI Configuration 
► PenpheraL Configuraion 


Additional setup 

► Memory Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


menus to configure 

PCI devices 

Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[On] 


Boot-time Diagnostic Screen : 

[Disabled] 


ACPI Suspend Type : 

[S3] 



•オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


F1 Help t i Select Item - /A Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの機能説明 

□ カーソルキー （t 、 い 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソル 羊一（^、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>キー/く十 >车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ く Enter 〉 车一 

選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 

□ < Esc > 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます。 

n く F1>+ — 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこの丰一を押してください。 
SETUP の操作じついてのヘルプ画面が表示されます。 < Es に羊一を押すと、元の画 
面に戻ります。 

□ < F 9>+- 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n く Fio> 羊一 

設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を例 
を W します。 


日付-時間の設定 


曰がや時間の設をは、オペレーティングシステム上でもできます。 
rMairU 一 l"System Time」 （時刻の設走!） 

「Main」 一 l"System Date」 （日付の設走!） 



「 ESMPRO / ServerMana 呂目りを使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「Advanced」 一 f Advanced Chipset Control」 一 「Wake On LAN/PME」 一 「Enabled」 


八ードディスクドライブ関連 


A - ドディスクドライブの状態を確認する 

rMairU 一 FIDE Channel 0 Master/IDE Channel 0 Slave」 一表示を確認する 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」 一 「AC-UNK」 一 「Power On」 

- POWER スイッチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「Server」 一 「AC-UNK」 一 「Last State」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 


「Boot」 起動順唐を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一「目00 t-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Esc> 车一を押しても表示させることができます。 

リモートパワーオン機能を使用する 

「Advanced」 一 fAdvanced Chipset Control」 一 「Wake On LAN/PMEJ / 「Wake On 
Ring」 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の容量を確認する 

「Advanced」 一 fMemory Configuration」 一表示を磕認する 


プ□セッヴ関連 


搭載している CPU の情報を確認する 

rMain」 一 [Processor Settings」 一表示を確認する 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」 一 「NumLock」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

["Security」 一 l"Set User Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します。 

POWER スイッチの機能を有効/無効にする 

「Security」 一 「Power Switch」 一 「Enabled」 （有効） 

に ecurity」 一 [Power Switch」 一 「Disabled」 （無効） 

两-〇 POWER スイッチを無効にすると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加 
え、 r 強制電源 OFF (1 己3ページ参照)」も機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

l"Secu「ity」 ーユーザーパスワードを登録一 [Hot Key (Ctrl + Alt + )」と ["Secure Mode 
Boot」 についてを設をする 


外付け周辺機器関連 


外付け周辺機器に巧する設定をする 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの機器に対して設定:をする 
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内蔵機器関連 


本体内蔵のコント□ーラに対する設定をする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

オプションボードに搭載している ROM を展開させる 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM(ri: ス□、ソト番号)」一 
「Enabled」 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 一 「Yes」 

オプションボードの取り付け/取り外しを行った後は、必ず実行してください。 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存して終了する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

カスタム値として設定した内容を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

設定した内容をカスタム値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

参 Main メニュ ー 

• Advanc 目 d メニュ ー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix TrustedCoreCtm ； Setup Utility 


Main 


System Time : 

System Date : 

Diskette A : 

►IDE Channel 0 Master 

► IDE Channel 0 Slave 
►IDE Channel 1 Master 

► IDE Channel 1 Slave 
►IDE Channel 2 Master 
►IDE Channel 3 Master 

► Processor Settings 
Lsngusge : 


[ の :18:58] 

[06/01/2005] 

[1.44/1.25 MB 31 / 2 "] 

[CD-ROM] 

[None] 

[81964MB SATA1] 
[80000MB SATA2] 

[None] 

[None] 


[English (US)] 


Item Specific Help 


<Tab>, <Shift>, or 
<Enter> selects field. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit **--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Diskette A 

Disabled 

360 Kb 5V4 " 

1.2 MB 日 V4I1 

720 Kb 3V2 " 

[ I . 44 / I . 25MB3V2 "] 

2.88 MB 3V2 " 

フ□、ソピーディスクドライブ（標準装備） 

の設定をします。通常は「1.44/1.2己 MB 
3V2J を選択してください。 

IDE Channel 0 Master 

IDE Channel 0 Slave 

IDE Channel 1 Master 

IDE Channel 1 Slave 

IDE Channel 2 Master 

IDE Channel 3 Master 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスのタイプを表示します。 

サブメニューの設定内容は変更しないで< 
ださい。 

Language 

正 nglish ( US )] 

日本語 ( JP ) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 


W -0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1〇で〜3己で . 湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止が態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Processor Settings 

Main メニユーで [Processor Settings] を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 

Phoemx TrustedCore け m) Setup UtiLity 

Main 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■< -- * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Single Logical Proc . Mode 

[ Disabled ] 

Enabled 

Dual CPU を 1 つの論理 CPU としてみせて動 
作させる機能です。 「 Enabled 」 に設定する 
と、 CPU が1つじ見えます。 

Processor POST Speed 
Setting 

nnn GHz 

プ□セ、ソサの動作周波数を表示します（表 
示のみ）。 

Processor Type 

— 

プ□セ、ソサのモデルをを表示します（表示 
のみ)。 

Processor L 2 Cache size 

nnn KB 

プ□セ、ソサのセカンド（二次）キャッシュ 
サイズを表示します（表示のみ)。 

Thermal Management 2 

[ Enabled ] 

Disabled 

CPU の温度管理機能の設定を変更できます。 
設定を変更しないで下さい。 

ミま ： Thermal Management 2(こ対応した 

CPU を搭載した場合(このみ表示されます。 

Inter ( R ) Virtualization 
Technology 

[ Disabled ] 

Enabled 

CPU の仮想化機能の設定を変更できます。 
設定を変更しないで下さい。 

ミま ： Virtualization Technology に対応した 
CPU を搭載した場合にのみ表示されます。 

No Execute Mode Mem 
Protection 

[ Disabled ] 

Enabled 

Enabled 」 に設定すると Windows OS の 

DEP 機能が利用可能になります。 

を ： No Execute Mode Mem Protection (こ 
対応した CPU を搭載した場にのみ表示され 
ます。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前じ「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表 
W されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup UtiLity 




Item Specific Help 

► PCI Configuration 



► Peripheral Configuraion 


Additional setup 

► Memory Contiguraion 


menus to configure 

► Advanced Chipset Control 


PCI devices 

Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[On] 


Boot-time Diagnostic Screen : 

[Disabled] 


ACPI Suspend Type : 

[S3] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -- * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。システムの起動後にこのパ 
ラメータは「 N0 」じ切り替わります。 

NumLock 

Auto 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 


[ On ] 

定します。 


Off 


Boot-time Diagnostic 

[ Disabled ] 

起動時の自己彭断 （ POST ) の実行画面を表 

Screen 

Enabled 

示させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 

「 NEC 」 □ゴが表示されます。（ここで < Esc > 
キーを押すと POST の実巧画面に切り替わり 
ます。） 

ACPI Suspend Type 

に 3] 

0 S による省電力機能履源管理が ACPI モー 


S 1 

ド） をサポートしている場合にスリープ 
(サスペンド）モードの設定ができます。 


[]： 化荷時の設定 
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参 「ACPI Suspend Type 」 について 

「 S 3 (出荷時の設を）」は、システムメモリを除くすべてのシステムコン 
テキストを失います。ハードウエアはメモリコンテキストを管理し 、 CPU 
とセカンドキャッシュの構成情報をリストアします。 「 S 1」 はスリープ中 
でも CPU やチップセットなどのシステムコンテキストを失いません。ま 
た、ハードウエアはすべてのシステムコンテキストを管理しています。 
「 S 3」に設定:すると、 POWER / SLEEP スイッチを押してスリープ状態か 
ら復帰するときに、「（電源オプションのプロパティでの）モニタの電源 
を切る」の状態で復帰する場合があります（画面に出力されない）キー 
ボードかマウスを操作すると通常状態に戻ります。オプションボードに 
よっては、 rS 3 j に設をしていると、スリープ状態から復帰しない場合が 
あります。その場合は、 「 S 1」 に設をして使用してください。 

参 Microsoft Windows XP Professional x64 Edition を使用し、 4GB 必上のメ 
モリを実装している場合は、イ木止状態は使用できません。 
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PCI Configuration 

Advanced メニユーで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


Phoemx TrustedCore(tm) Setup UtiLity 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► On board LAN device 

► On board U 犯 device 

PCI Express Slot 1Option ROM : [EnabLed] 

PCI Slot 2 Option ROM : [EnabLed] 

PCI Slot 3 Option ROM : [EnabLed] 

PCI Express Slot 4 Option ROM : [EnabLed] 

Select PCI 

Configuration options. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Express Slot 1 Option 

[ Enabled ] 

PCI Express ス□、ソトの有効/無効を設定し 

ROM 

Disabled 

ます。 Disabled (こ変更しないでください。 

PCI Slot 2-3 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□、ソトに接続されているデバイス 
(ボード）に搭載されている目 IOS の有効/無 
効を設定するサブメニューを表示します。 
グラフィ、ソクアクセラレータボードを取り 
がける際(こはそのス□ットを 「 Enabled 」 に 
設定してください。オプション ROM BIOS 
を搭載した LAN コント□—ラボードを使用 
していて、このボードか6ネットワーク 
ブートをしないときは 「 Disabled 」 （こしてく 
ださい。 

PCI Express Slot 4 Option 

[ Enabled ] 

PCI Express ス□、ソト(こ接続されているデバ 

ROM 

Disabled 

イス（ボード）（こ搭載されている目 IOS の有 
効/無効を設定するサブメニューを表示しま 
す。グラフィックアクセラレータボードを 
取り付ける際にはそのス□ットを 
「 Enabled 」 に設定してください。オプショ 
ン ROM 目10 S を搭載した LAN コント□-ラ 
ボードを使用していて、このボードから 
ネットワークブートをしないときは 
「 Disabled 」 にしてください。 


[]： 化荷時の設定 
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— On board LAN device 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

[ Enabled ] 

オンボード LAN コント□ーラの有効/無効を 


Disabled 

設定します。 

Option ROM Scan 

[ Disabled ] 

オンボード LAN チップを用いての PXE Boot 


Enabled 

の有効/無効を設定します。本装置のネット 
ワークポート(こ接続しているネットワーク 
上のデバイスか6起動する場合は、 

「 Enabled 」 （こ設定してください。本装置の 
再セットアップをする場合は、 「 Disabled 」 

(こ戻してください。また、オプションボー 
ドを搭載し、起動 0 S がインストールされた 
八ードディスクドライブを接続している場 
合もこの設定を 「 Disabled 」 （こ設定してくだ 
さい。 


[]： 出荷時の設定 


— On board USB device 


項目 

パラメータ 

説明 

USB Controller 

[ Enabled ] 

オンボード US 目コント□ーラの有効/無効を 


Disabled 

設定します。 

USB 2.0 Controller 

[ Enabled ] 

オンボード US 目コント□-ラで USB 2.0 を 


Disabled 

サポートさせるかどうかを設定します。 

USB Controller が 「 Enabled 」 の場合のみ表 
示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Connguration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup UtiLity 

Advanced 


Peripheral Conriguration 

Item Specific Help 

Serial Port 1 

I/O Address : 

[3F8] 


Disables serial port 1 

Interrupt : 


[IRQ 4] 


or sets the base 

Serial Port 2 

I/O Address : 

[2F8] 


address/IRQ of serial 

Interrupt : 


[IRQ 3] 


port 1. 

ParaLLeL Port 

I/O Address : 

[378] 



ParaLLeL Port Mode : 

[ECP] 



Interrupt : 


[IRQ 7] 



ParaLLeL Port DMA channel ; 

: … 



Legacy USB Support : 

CEnabLed] 



Mouse Port : 


[Enabled] 



Audio : 


CEnabLed] 



ParaLLeL ATA ; 


[Enabled] 



Serial ATA : 


[Enabled] 



Native Mode Operation : 

[Auto] 



SATA ControlLer Mode Option ; 

: [CompatibLe] ， 

r 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■< -- * Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port 1 I/O Address 

Disabled 
に F8 ] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート 1 の有効/無効と割り当てる 

I/O アドレスを指定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート1(こ割り当てる割り} A みを指 
定します 

Serial Port 2 I/O Address 

Disabled 

3 F 8 
に F8 ] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート2の有効/無効と割り当てる 

I/O アドレスを指定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート2(こ割り当てる割り込みを指 
定します 

Parallel Port I/O Address 

Disabled 

[378] 

278 

パラレルポートの有効/無効と割り当てる 

I/O アドレスを指定します。 

Parallel Port Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 

[ ECP ] 

パラレルポートの動作モードを指定します 

Interrupt 

IRQ 5 
[IRQ 7] 

パラレルポート(こ割り当てる割り込みを指 
定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Parallel Port DMA Channel 

[1] 

3 

パラレルポートの DMA チャネル番号を設定 
します。このメニューは 「Parallel Port 

Mode 」 を 「 ECP 」 JU 外に設定したとき(こは 
表示されません。 

Legacy USB Support 

[ Enabled ] 

Disabled 

US 目を正まじサポートしていない 0 S でも 

US 目キーボードが使用できるようじするか 
どうかを設定します 。 「USB Controller 」 が 
「 Enabled 」 のときに表示されます。 

Mouse Port 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto Detect 

マウスの有効/無効を設定します。 

Audio 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵のオーディオコント□ーラの有効/無効 
を設定します。 

Parallel ATA 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵の DE コント□-ラ（光ディスクドライ 
ブ）の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵のシリアル ATA コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

Native Mode Operation 

[ Auto ] 

Serial ATA 

DE コント□ー ラを PCI デバイスとして認識 
させるかどうかを設定します。デフォルト 
値の 「 A 山0」から変更しないでください。 
「SATA Controller Mode Option 」 が 
「 Compatible 」 の時に表示されます。 

SATA Controller Mode 
Option 

[ Compatible ] 

Enhanced 

SATA AHCI 機能を有効(こするときに 
「 Enhanced 」 （こ設定します 0 
通潮ま 「 Compatible 」 （こ設定してください。 
RAID モデルでは操作することはできません。 

SATA AHCI Enable 

[ Disabled ] 

Enabled 

SATA の AHCI 機能の有効/無効を設定しま 
す 。 「SATA Controller Mode Option 」 が 
「 Enhanced 」 の時に表示されます。 

SATA RAID Enable 

[ Enabled ] 

SATA のオンボード RAID 機能の有効を表示 
します。 RAID モデルのみ表示されます。 

SMART Device Monitoring 

[ Enabled ] 

Disabled 

八ードディスクドライブの監視技術 
「 S . M . A . R . T 」 の有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 

















ハードウエア編 143 


Memory ConTiguration 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoemx TrustedCore(tm) Setup UtiLity 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

Memory Size : xxxxxxx KB 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 
user mode. If any 
items require changes, 
please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Memory Size 

xxxxxxx KB 

搭載メモリの容量を表示します（表示の 
み)。 


[]： 化荷時の設定 


搭載している PCI ボードなどの構成によっては、実際に搭載している物理メモ 
リ容量より少なく表示される場合びあります （ POST のメモリカウントや 0 S 
のシステム情報で表示される内容も同じです）。 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、下の画面が表示され 
ます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup UtiLity 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Wake On Ring [Disabled] 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

MuLtimedia [DisabLed] 

Enables Wake On Ring 
Support. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■* -- * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオ 
ン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

[ Enabled ] 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能や PCI デノ\イスの PME 信号か6のリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Multimedia 

[ Disabled ] 

Enabled 

高精度インベントタイマー機能の有効/無 
効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


ミま： 


Phoenix irustedCoreCtm) Setup UtiLity 
Security 


User Password is : 

Set 

Item Specific Help 


Supervisor Password is : 

Set 


Set User Password 

[Enter] 

User Password controls 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

access to the system at 
boot. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector : 

CNormaL] 


Hot Key (Ctrl + ALt +): 

CL] 


Secure Mode Boot : 

[Disabled ： 


Power Switch : 

[Enabled] 


Floppy Write Protect : 

[NormaL] 


► Security Chip Configuration : 




FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


ミま ： 「Secure Mode (セキュア モー ド)」と呼ばれるセキュリティ モー ドの設定項目です。 

User Password を登録している場合のみ選択できます。 「 HotKey 」 は 、 「Peripheral 
Configuration 」一 「Legacy USB Support 」 を 「 Enabled 」 にしたときに機能します。 

セキュアモードは、ユーザパスワードを持つ利用者かからのアクセスを制限ずるモード 
です。セキュアモードを解除するまでキーボード、マウスは機能しません。 

セキュアモードの状態にあるシステムを通常の状態に戻ずには、キーボードからユーザー 
パスワードを入力して < Enter > キーを押してください。 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは8文字じ(内の英数字および記号で羊ーボー 
ドから直接入力します。 


• 「User Password 」 は 、 TSupervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

参 Secure Mode は 「Supervisor Password 」 および [User 
Password 」 を設定していないと設定できません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合せください。 


を項目については次の表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

パスワードの設定状態を示します。 

Supervisor Password Is 

Clear 

パスワードの設定状態を示します。 

Set User Password* 

8 文字までの英数字 

<[が6「>丰一を押すとユーザーのパスワード入 
力画面じなります。このパスワードでは 

SETUP メニューへのアクセスが制限されます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニュー(こアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの人力で 「Supervisor」 で 
□グオンしたときのみ設定できます。 

Password on boot* 

[Disabled] 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わない 


Enabled 

の設定をします。先(こスーパーバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は目の S 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

八ードディスクドライブのブートセクタへ 


Write Protect 

の書き} A みを許可するか禁止するかどうか 
を設定します。 

Hot key (Ctrl+Alt+) 

[L] 

セキュアモードを起動させるキーを設定し 


Z 

ます。 <Ctrl> キーと <AI わキーを押しなが6 
設定したキーを押すとセキュアモードが起 
動します。 

Secure Mode Boot 

[Disabled] 

システムの起動時にセキュアモードで起動 


Enabled 

させるかどうかを設定します。 

Power Switch 

[Enabled] 

POWER スイッチの機能の有効/無効を設定 


Disabled 

します。 「Enabled」 （こ設定すると、 0S の起 
動後は POWER スイ、ソチで電源 OFF できなく 
なります （POWER スイッチを4秒]: i 上押し 
て強制的に OFR こすることもできません)。 

Floppy Write Protect 

[Normal] 

セキュアモードの間、フ□、ソピーディスク 


Write Protected 

ドライブ(こセットしたフ□、ソピーディスク 
への書き} A みを許可するかを設定します。 


* に et Supervisor Password」 でパスワードを登録したときに指定できます。 

[]: 出荷時の設定 


— security Chip Conriguration 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 

Current TPM Status 

- 

現状の TPM 状態を表示します。 

Change TPM State 

[No Change] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disabled 
Clear 

TPM の状態を変更します。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表 
W されます。 



を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下記参照)。 

Temperature Sensor 

[Enabled] 

Disabled 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Upper Limit 

14 〜 [60] 〜 80 

起動抑止を行う上限値を設定します（単位 
は rcj)o 

Lower Limit 

〇〜[己]〜 66 

起動抑止を行う下限値を設定します（単位 
は rcj)o 

Post Error Pause 

[Enabled] 

Disabled 

POST の実行中(こエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうか設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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「AC-LINK」 の設をと本体の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を次 
の表じ示します。 

再度、 AC 電源を受電すると、本体は約3秒ほど電源 ON の状態になります（内蔵ファンが一度 
回転を始め、停止します)。その後の動作は、 「AC-LINK」 の設をと AC 電源が OFR こなったと 
きの状態によって下表のようになります。 


パラメータ 

ShutDown ( DC - Off ) 後の AC-OFF 

UPS 制御および突然の AC-OFF 

StayOff 

DC-OFF (待機） 

DC-OFF (待機） 

LastState 

DC-OFF (待機） 

DC-On して起動 

PowerOn 

DC-On して起動 

DC-On して起動 


wO AC リンクの機能を正しく動作させるためには 、 BIOS SETUP で設定後、^：、ず 
一度は POST を通してください。 

また、 POST 中、 0 S 起動中にかかわ5ず、4秒}甲しによる電源 OFF 繳ホ、一 
度 0 S を起動させて正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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System Management 

Server メニューで l"System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoemx TrustedCore(tm) Setup UtiLity 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

Board Part # 

xxxxx 

ALL items on this menu 

Board Serial tt 

xxxxxxxx 

cannot be modified in 

System Part tt 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

user mode. If any 

System Serial U 

xxxxxxx 

items require changes. 

Chassis Part U 

xxx-xxxxxx-xxx 

please consult your 

Chassis Serial U 

XX 

system Supervisor. 

BIOS Version : 

X-X-XXXX 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *-->■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Board Part # 

— 

マザーボードの部品番号を表示します（表示のみ)。 

Board Serial # 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します（表示のみ)。 

System Part # 

— 

本体のコードを表示します（表示のみ)。 

System Serial # 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示のみ)。 

Chassis Part # 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示のみ)。 

Chassis Serial # 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します（表示のみ)。 

BIOS Version 

— 

目 IOS のバージョンを表示します（表示のみ)。 
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Boot 

カーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設をする Bo 饥メニューが表示されま 
す。 



システムは起動時じこのメニューで設をした順番に機器をサーチし、起動ソフトウエアを見つ 
けるとそのソフトウエアで起動します。 


く t >羊一/く1 >车一、く十>キー/く一>キーで起動デバイスの優先順位を変更できます。 

を機器の位置へく t >羊一/< ^ >羊一で移動させ、く十>羊一/ <-> 羊一で優先順位を変更でき 
ます。 


EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示ず順番に設定してくださ 
い。 
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Exit 

力ーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについて W 下に説明します。 

参 Exit Savin 呂 Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせ 
る時に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認の画面が表示 
されます。 

ここで、 rVesJ を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了 
し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

参 Exit Discarding Changes 

新たじ選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時にこの 
項目を選択します。 

ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終わらせることが 
できます。 rVesJ を選択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了 
し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load 
Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。 

ここで、 rvesj を選択すると、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニュ ー 
の画面に戻ります。 

参 Load Custom Defaults 

保存されたカスタムデフォルト值を設定します 。 Save Custom Defaults が実行された時 
に表示されます。 
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• Save Custom Defaults 

この メニュ ー を選択して<£|^ぉ「>车一を押すと、現在設をしているパラメ ー タをカスタム 
デフォルト值として保を用エリアに保存します。 

• Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を 
選択します。「口 scard Changes 」 を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで 「 Yes 」 を選ぶと、新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 
「 N0 」を選ぶと現在の変更内容の状態で Exit メニュー画面に戻ります。 

• Save Changes 

SETUP を終了せずに、新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存ずる時は、この項目 
を選択します 。 「Save Changes 」 を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで 「 Yes 」 を選ぶと、新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存します。 「 No 」 を 
選ぶと何も変更せずに Exit メニュー画面に戻ります。 


オプシヨンボードのコント□ーラに対する設定 

オプションの SCSI コント□ー ラボードに接続した SCSI 機器に関する設定はオプションの 
SCSI コント□ーラボードに搭載されている SCSI 巨 I 0 S ユーティリティを使います。 

詳しくはオプションの SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを参照してください。 

複数の SCSI コント□ーラボードを増設しているときは、増設した SCSI コント□ーラの数だけ 
ユーティリティの起動メッセージを表示します。起動メッセージは PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 の 
順に表示されます。オプションによっては、画面の表示が異なる場合があります。詳しくは、 
SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

デバイスに対する設をはデバイスに添付の説明書をご覧<ださい。 
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y セットとク y ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > 丰一と < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてし 
■to まいます。ハングアップしたとき似がでリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFR こなります履 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください）。 



• リモートノのーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし 
直して、 OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 

• プ□セッサび異常高温になると、高価な部品を保護するための回路び作 
動します。この場合、システムはリセット状態となるため、 POWER / 
SLEEP スイッチによる電源制御ができなくなります。電源コードを巧 
し、て電源を OFF にし、運用環境（周囲温度など）を確認した後、しば5 
くしてか5再度、電源コードを接続し、電源を ON にする必要びありま 
ず。なお、プ□セッサび;ち却されるまでの間（通常であれば己分程度） 

は、電源を〇ドドのが態にしておく^;、要びある場合もあります。 
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CMOS メモ y のク IJ ア 


CMOS メモリに保存されている BIOS セツトアップユーティリティの設を内容をクリアする場 
合は本体内部のジャンパスイッチを操作して行います。 


CMOS メモリの内容をクリアずると臣 IOS セツトアツプユーテイリテイ 
の設定内容びすべてデフオルトの設定に戻ります。 

その他のジャンノくの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となりまず。 




次にクリアする方法を示します。 




CMOS メモリの内容を保持 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


CMOS メモリの内容をクリア 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
電源プラグを巧かずに取り扱わない 

電源プラグを接続したままアース線の取り付けや取り外しをしない 


警告 
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A を意 




装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 落下ま意 

• 指を挟まない 


本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触5ないでください。静電気に関ずる説明は100ぺージ 
で詳しく説明しています。 


1 . 1日1ページを参照して準備をする。 

2. 1日2ページを参照してベースカバーを取り外す。 

3. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

W -0 クリップをなくさないようま意してください。 


4. 本体を元どおりに組み立てて P 日 WER / SLEEP スイッチを押す。 

己. P 日 ST を終了したら、電源を日 FF にする。 

6. ジャンノ（スイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を日 N にして設定し直す。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、出)荷時に次のように割り当てられています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

化荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

SCI 

2 

カスケード接続 

10 

- 

3 

COM 2シリアルポート 

11 

- 

4 

COM 1シリアルポート 

12 

マウス 

己 

- 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ□、ソピーディスク 

14 

IDE Channel 0 

7 

パラレルポート 

15 

- 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

化荷時では 、 Auto Detect じ設定されています。 PCI ス□ットに IRQ を他のデバイスと共 
有できないボードを取り付けた場合は下表の設定例のようじ設定を変更して<ださい。 


メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 1 

US 目# 1、 PCI #4 INTA 、 PCI #2 INTD 、 PCI #3 INTC 、 LAN 、 USB #4 

PCI IRQ 2 

PCI #4 INT 目、 PCI #2 INTA 、 PCI #3 INTD 、 Audio 、 US 目# 2 

PCI IRQ 3 

PCI #4 INTC 、 PCI #2 INTB 、 PCI #3 INTA 、 US 目# 3 

PCI IRQ 4 

PCI #4 INTD 、 PCI #2 INTC 、 PCI #3 INTB 

PCI IRQ 己 

- 

PCI IRQ 6 

- 

PCI IRQ 7 

- 

PCI IRQ 8 

USB 2.0 
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• I / O ポートアドレス 


アドレス* 

使用チップ 

20-21 

チップセット 

2 E -2 F 

スーパー I/O 

40-43 

システムタイマ 

60,64 

キーボー ド/マウスコント □ー ラ 

61 

システムスピーカ 

70,71 

リアルタイムク□ック 

80 -8 F 

DMA コント□-ラ 

92 

チップセット 

A 0- A 1 

インターラプトコント□ーラ 

B 2 

チップセット 

F 0 

チップセット 

170 -177 

DE コント□ーラ 

1 F 0 -1 F 7 

IDE コント□-ラ標準 

278 - 27 F 

(パラレルポート） 

295 - 296 

八ードウエアモニタ 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート 

376 

IDE コント□-ラ標準 

370 - 377 

(ディスケットコント□-ラ）、 IDE コント□-ラ標準 

378 - 37 F 

(パラレルポート） 

3目 C - 3 BE 

パラレルポート 

3 F 6 

IDE コント□-ラ 

3 F 0 - 3 F 7 

ディスケットコント□-ラ、 DE コント□-ラ 

3 F 8 - 3 FF 

シリアルポート 

4 D 0-4 D 1 

チップセット 

CF 8, CFC 

チップセット 

CF 9 

チップセット 

F 50 - F 58 

チップセット 

日00 -5 ff 

RAS チップ 


* 16進数で表記しています 

































158 Setup Utility 


Setup Utility 

ここでは、本製品のコンフィグレーシヨンツール 、 LSI Logic Software RAID Setup Utility に 
ついて説明します。このユーティリティは 、 LSI Logic Software RAD に常駐するため、その 
操作は 0 S からは独立しています。 


LSI Logic Software RAID Setup Utility の起動 


本体装置の電源投入後、 POST 画面で、じ(下の表示を磕認したら、くな「1>+<1\/1>车一または 
く Ente 「> 羊一を押してください 。 LSI Logic Software RAID Setup Utility が起動します。 


Press Ctrl-M or Enter to run LSI Software RAID Setup Utility. 


LSI Logic Software RAID Configuration Utility TOP メニユ ー （Management M 飢 u ) 画面 

LSI Logic Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press Enter To Select An Option 
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LSI Logic Software RAID Setup Utility の終了 

LSI Logic Software RAID Setup Utility の TOP メニューでく Esc > 羊一を押します。 


-Exit? 

Yes 



確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


Press<CTRL><ALT><DEL> fo Reboot I'he System 


上に示すメッセージが表示されたら、く Ct 「 l >+ く Alt >+ く Del > 羊一を押します。本体装置が再起 
動します。 
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メニユ — ツ IJ — 


◊:選択•実行パラメータ•：設をパラメータ•：情報表示 
♦ : □ジカルドライブ生成後設を（変更）可能 


メニュー 

説明 

◊Configure 

Configuration 設定を行う 

◊Easy Configuration 

Configuration の設定(固定值使用） 

◊New Configuration 

Configuration の新規設定 

◊ View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動する □ ジカルドライブを選択する 

◊Initialize 

□ジカルドライブ初期化 

◊Objects 

名'種設定 

◊Adapter 

ディスクアレイコント□-ラ設定 

◊ Sel . Adapter 

アダプタの選択 

•Rebuild Rate 

30 

•Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

WT 

•Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

•Stop on Error 

No 

•Fast Init 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion Factoty Default 

1 GB 

◊Logical Drive 

□ジカルドライブ操作 

◊Logical Drives 

□ジカルドライブの選択(複数□ジカルドライブがを在） 

◊Initialize 

□ジカルドライブの初期化 

◊Check Consistency 

□ジカルドライブの冗長性チェック 

◊ View/Update Parameters 

□ジカルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

□ジカルドライブの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

- #Stripes 

□ジカルドライブを構成している八ードディスクドライブ数 
を表示 

- State 

□ジカルドライブの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

- Read Ahead 

リードアへ、ソドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホ、ソトスペアディスクに設定 
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メ ニュー 

説明 

◊Force Online 

ディスクを強制的(こオンライン(こする 

◊Force Offline 

ディスクを強制的にオフラインにする 

◊Device Properties 

八ードディスクドライブ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No . 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

□ジカルドライブの冗長性チェック 
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Setup Utility 操作手順 


Configuration の新規作成/追加作成 



1 . LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

2. TOP メニユ ー （Management Menu) より、 「 Confi 呂 ure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 



• 「New Configuration 」 で Confi 呂 uration を作成の場合、既存のコン 
フィ グレーシヨ ン情報びクリアされます。既存のコンフィ グレーシヨ ン 
情報に追加作成の場合は、 rview/add Confi 邑 uration 」 を還択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 では RAID 1のスパンの作成、□ジカルドライブ 
容量の設定びできません 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add 
Confi 旨 uration 」 で作成してください。 
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3. 確認のメッセージ (Proceed?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEV に E が開始され(画面下に ス羊 ヤンの情報が表示されます)、終了ずると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーで パックしたい八 ー ドディスクドライブに カーソルを 合わせ、 スペー 
スキーを押す。 


八ードディスクドライブが選択されます（選択八ードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から 「 ONUN 」 になります）。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



日 . く FI 日 > キーを押して 、 Select Confi 呂 urable Array(s) を設定し、スぺースキーを 
押す。 

SPAN -1 が設をされます。 


Select Configurable Array(s) 


— A-0 — 
SPAN-1 

































































































164 Setup Utility 


6. く FI 日 > キーを押して□ジカルドライブの作成を行う。 

「Logical Drives Configure 」 画面が表示されます。（下図は、八ードディスクドライ 
ブ2台、 RAID 1 を例にしています） 

- Logical Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Logical Drive 0 - 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 

7. 力ーソルキーで 「 RAID 」、 に ize 」、「 DWC 」、「 RA 」、 に口311」を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID 0 

1 

RAID 1 

10 

RAID 1 のスパン 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

两-〇 Disk を3台 m 上パックした場合、 [ RAIDS ] の選択画面が表示されますび、本 
toa 装置では [ RAID 己]をサボートしておりません。 

に） 「 Size 」 ： □ジカルドライブのサイズを指定します。ディスクアレイ コント □- 
ラ1枚で最大40個の□ジカルドライブが作ぶできます。 

(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

Off * 

ライトス ルー 

On 

ライトノ \ 、ソク 


* 推奨設定 


(4) rRAJ : Read Ahead の設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

Off * 

先読みを巧わない 

On 

先読みを行う 


* 推奨設定 
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(5) に pan 」 ： Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN = N 0* 

Span 設定を巧わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行う 


* 推奨設定 


SPAN 実行樹ま、パックを組む時に図の様に2組 U 上の同ーパックを作成しま 
す。 


RAID 1 の SPAN の場合 



8. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

9. □ジカルドライブが表示され、く ESC > キーを押して画面を减ブ、に ave 
Configuration ?」 画面で 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

1日. Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

11. TOP メニュー画面より「日 bjects」-►「Logical Drive 」-► rView/Update 
Parameters 」 を選択して□ジカルドライブの情報を確認する。 

12. く ESC > キーで TOP メニュー画面まで戻り、 「 Initialize 」 を選択する。 

13. FLogical DhvesJ の画面が表示されたら、イニシャライズを行う□ジカルドライ 
ブに力ーソルを含わせ、スぺースキーを押す。 

□ジカルドライブが選択されます。 

14. □ジカルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して Initialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメータ表示が100%になったら 、 Initialize 
は完了です。く £5(3>车 一で T 0 P メニュー画面まで戻ってください。 

1己. Initialize を実施済みの□ジカルドライブに巧して、整含性チェックを行う。 

詳細な実行方法は「整合性チェック」 （168 ページ）を参照してください。 

16. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
<ださい。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

3. TOP メニユーより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

[Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. fAlU になっている HDD にカーソルを含ねせ、スペースキーで選択する。（複数 
の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点滅します。 

日. A - ドディスクドライブの選択が完了したら、く F 1日>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って 、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility を終了する。 


PORT# 
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ホツトスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. LSI Logic Software RAID Configuration Utility を起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブに力ーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

己 . 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

八ードディスクドライブの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って 、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility を終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



• ホ、ソトスペアの設定を取り消す(こは、 rObje な S 」 一 「 PhysicalDrive 」 

I チェック I 一 rPort # X 」 一 「Force Offline 」 を選択します。 

• ホ、ソトスペア用八ードディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 
CH 番号/ ID 番号がルさい八 ー ドディスクドライブか6順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チェック 



1 . LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

2. TOP メニューより、に heck Consistency 」 を選択する。 

「Logical Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行ラ□ジカルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

□ジカルドライブが選択されます。 

4. □ジカルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して、整含性チェックを行ラ。 
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日.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

rCC Under Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら、整合性チェックは完 
了です。 

目.く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、 LSI Logic Software RAID Setup 
U 川 ity を終了する。 


コンフイグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
<ださい。 


その他 


(1)Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います 。 TOP メニューより、 「 Configure 」 一 
「Clear Configuration 」 を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、ディスク 
アレイコント□ーラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアさ 
れます。 「 ClearConfiguration 」 を実行すると、ディスクアレイコント□—ラのすべての 
チヤネルのコンフィグレーション情報がクリアされます。 




ディスクアレイコント□-ラと八--ドディスクドライブのコンフィグ 
レーション情報が異なる場合、（ディスクアレイコント□ーラ不具合によ 
る交換時] U か)ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報 
を選んだ場合、コンフィグレーションが正常に行えません。その場合に 
は 、 「Clear Configuration 」 を実施して、再度〕ンフィグレーションを作 
成してください。 

□ジカルドライブ単位の削除は 、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility ではできません。 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 ーハードディスクドライブ選択一 「Force Online 」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択。 

0%〜100%の範囲で設定巧能。デフオルト值馈定推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 [Physical DriveJ 
「Drive Properties 」 を選択。 


>八ードディスクドライブ選択- 
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